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„Dir Freunde“ に見る
L.ティーク初期の友情観
――時代の文化としての友情像との比較――
河田瑞希 博士課程前期 1年
序18 世紀は「友情の世紀」と呼ばれる程に、特にドイツにおいて、友情が
文学に果たした役割は大きい。この時代に文化にまで高められた友情は、
続く 19 世紀にも引き継がれ、芸術家やその作品に影響を与え続けた。テ
ィークの作品においては、友情がしばしば主人公の運命を決定付ける中心
的なモチーフになっている。それには作家自身が友人関係に積極的で、実
際友人に恵まれていたことも関係しているだろうが、それ以上に、当時高
く評価されていた「友情」という時代の概念とその影響を無視することは
できない。はじめに時代の概念としての友情を概観し、そしてティークが
抱いていた友情観とその意義が明確な形で現れていると思われる作品であ
る、初期の短編 „Die Freunde“ を取り上げて考察したい。
I
Friedlich Tenbruckは 1750 年から 1850 年を指して、「ドイツ史における
友情の偉大な時代（Die große Epoche der Freundschaft in der deutschen
Geschichte1））」と呼んでいる。彼はこの時代に友情がとりわけ熱心に迎え
られた背景として、集団が個に分裂していったことを挙げ、それによって
市民層の個人的な関係が発展したと述べている。これまで民衆をのみこん
でいた大きな集団と自分たちとをもはや同一視できず、自分の行いや感情、
意志決定を、自らの身に引き受けなくてはならなくなった。これまでに代
わる人間存在の拠り所を模索する試みは、新たな宗教の創設、祖国愛、芸
術、自然、人間の心情文化へと向かっていった。中でも個々の人間の存在
と直接向き合うことになる友情は、寄る辺のない不安から逃れる最も確か
な道に思われ、家族や夫婦間など他のあらゆる愛に勝って賞賛された。そ
してこの時代における友情とは、二人の人間の親密な結びつきに限らず、
グループやサークル間など集団での交流を指すことも多くあった。友情は
単に個人間だけでの問題ではなく、社会全体にとっても高く評価され推奨
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されていた。
この時代に解体した大きな集団としてまずは家族が挙げられる。18 世
紀には家族の構造に変化が起こり、伝統的な大家族 Hausから、次第に核
家族 Kleinfamilieへと移り変わっていった。Hausとは、一般的に産業革命
前までの家族形態を指す。Hausでは大抵 3 世代の異なる世代が同じ住居
で共に暮らしていた。さらにそこに親類や奉公人などが加わる場合もあっ
た。一人の家主が決定権や家の経済の権限を握り、その下にヒエラルキー
が存在していた。
対して Kleinfamilieは、父母とその子供の一世代のみで構成される。この
家族形態は 18 世紀に登場した。家族形態は 18 世紀のうちに完全に変化
し尽くしたわけではなく、世紀を隔てて徐々に広まっていった。はじめは
都市部の商人を中心に、19 世紀はじめには、やや下の社会層である手職人
にも根付いていった。
Hausから Kleinfamilieへの移行によって、これまで同じだった労働の場
と居住の場が切り離されたことも、従来の生活と比べて交流範囲の縮小に
拍車をかけた。ツンフト（同業者組合）の弱体化も、家庭形態の変化・縮
小と無関係ではない。地域住民を結びつけ、啓発する役割を担っていた教
会とその教義の力は、かつての威厳をとっくに失っており、人々は生活す
る上で必要になる手助けや知恵を、従来とは違うところへ探さざるを得な
くなった。
以上のように社会が分裂化していく中で、拠り所を失った個を支えるた
めに最も重要だとされたのが、とりわけ純粋な個人の関係と見なされた、
恋愛、母親の愛、そして友情（Liebe als Freundschaft）であった2）。とりわけ
友情は気高いもの、愛において本当に価値のあるものと見なされていた。
その理由にWerner Faulstichは、「友情は個人の生活に属しており、精神的
な価値をもたらす。愛が本能的な仕事を成すのに対し、（友情は）文化的な
仕事を成す。」ということ、「愛が情熱的で信用がならないのに対し、友情
は平静で信頼できるもの、理性的に扱われるもの」だと見なされていたこ
とを挙げている3）。さらに、予め血縁によって定められた家族よりも、自
らの意志でより自由な立場から選ぶことができる、異なる個人の関係であ
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る友情の方が価値の高いものだと考えられていた。
理性に重きを置くことは、初期ロマン主義が啓蒙主義から引き継いだ要
素といえる。啓蒙主義と初期ロマン主義に連続性があることはすでに指摘
されているが、例えばWolfdietrich Raschはティークと関わりが深かったシ
ュレーゲルとノヴァーリスが啓蒙主義の理念を継承し発展させていると述
べている。ノヴァーリスは 1796 年の日記に、「何よりもまず理性を高める
価値がある」と記しており、「理性が唯一の救い」であってロゴスと神性を
結び付けているシラーの言葉を引用している4）。啓蒙主義が、教会や神学
によって規定されていた人間の感情や想像力を解き放ち、より主観的で独
創的な想像力をふくらませる契機になった。このこともまた、人々の意識
を個人に、より小さな集団に向かわせることになった。
はじめに社会構造の変化を悲観的な観点から述べたが、当時の人々、と
りわけ芸術家は、既成の集団が解体され徐々に個人化していくことを単に
受動的に受け取っていたわけではない。彼らはもはや一方的に何か一つの
共同体や教義に組み込まれることは望まず、自己の存在を自由にのびのび
と生かすことができる新たな場が必要とされるようになった。
友情を通して自らの存在を確かなものにすることこそ、この時代の友情
の目標だったといえる。個人の自立心が育ち、他者との交流を通して自己
を承認することが個人間の関係に求められた。ここでの自己の承認という
のは、他者によって賞賛されることではなく、精神的かつ心情での結びつ
きを持った相手との、理解と分かち合いを意味している。友情とは、長い
交流によって他者と密に触れ合い、共に友情という関係を完成させていく
ことをいった。後述するように、古くはアリストテレスやキケロが語った
「友人とはもう一人の自分5）」であるということと関連して、他者の中に自
己を見出し、それによって自らの存在を確かなものにしようとする見解が
当時浸透していた。このような考え方は今回取り上げるティークの短編に
も表れている。
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II
ルートヴィヒ・ティークは 1773 年に、当時プロイセン王国の首都であ
ったベルリンの縄職人（Seilermeister）の家庭に生まれた。ギムナジウムの
生徒時代から作品制作をはじめ、またこの時期に生涯緊密な付き合いをす
ることになる友人ヴァッケンローダーと出会っている。ヴァッケンローダ
ーとは主に手紙を通じて頻繁に意見交換をし、後に共同執筆も行っている。
ティークがこの友人と共にエアランゲン大学で学んでいた時期（1793-94
年）、彼らはフランケン地方を旅行し、ドイツの山岳風景に感銘を受けてい
る。その後もティークはしばしば一人で山岳地帯などに出かけ自然と向き
合っては、その感動を友人のヴァッケンローダーに書き送っている。自然
に向き合い濃密な感情体験をすることもまた、この時代のドイツ特有の現
象であった。山岳と森の美化された描写はティークの文学作品の中に登場
する典型である。
学業を終えた後はベルリンに戻り、出版業を行っていたクリストフ・フ
リードリッヒ・ニコライの依頼を受けながらフリーの文筆家として活動し
た。ベルリンではシュライアマハーやヴィルヘルム・フォン・フンボルト
ら多くの知識層との交流を持ち、1797 年 9 月頃6）にはフリードリヒ・シュ
レーゲルと初めて出会い、手紙の交換を行うようになった。フリードリ
ヒ・シュレーゲルは同年 12 月 18 日に、兄アウグストに宛ててティークに
ついて次のように記している。
Daß Tieck hier viel Feinde hat, ist nicht zu verwundern, da er so manchen
angegriffen hat, der einen großen Anhang hier hat, da er in jeder Rücksicht
Antithese des alten Berlinismus ist. In Gesellschaften und besonders in denen,
die ich kenne, ist er gern gesehen7）.
ここでティークに敵が多いことは驚くに当たらない。彼は大勢を批判
していたから。ここではティークに多くの支持者がいる。彼の考え方
は古臭いベルリン気質（Berlinismus）にまるで反しているからだ。交
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流サークルでは、特に僕が知っているところではよく彼を見かける。
この手紙からもティークが交流の場に積極的に顔を出していたことがう
かがえる。
III
„Die Freunde “ は、ベルリンのニコライの元で出版された 8 巻本
《Straußfedern》の中の 1 篇に当たる。ティークは《Straußfedern》の執筆に
1795 年から 98 年にかけて携わり、合わせて 15 本の作品を書いている。
この短編は 1797 年に執筆・出版された。助言や訓戒を扱うようにという
ニコライのこの叢書への要望を、ティークは前向きに受け取っていたよう
である8）。元々はフランスの民衆本から編纂していたシリーズだったが、
ティークは自分の創作で書くようになった。 „Die Freunde“ もティークの
オリジナルである。
青年ルートヴィヒ・ヴァンデルは、重い病気の友人から「せめて一目で
も会えたなら」と手紙でせがまれ、見舞いに出かける。病気の友人を思う
と憂鬱になり、子供の頃夢見た超自然的な力に、友人の病気を治してくれ
るよう願う。そうして物思いに沈んでいるうちに妖精の国に迷い込み、そ
こで至福の生活を見出す。そこではあらゆる望みが叶えられていたが、友
情と愛だけは存在せず、旧友に対するかつての友情への渇望がルートヴィ
ヒを元の世界に引き戻す。ルートヴィヒが目を覚ますと、病気から快復し
た友人と再会し、二人は手を握り友情を確認しあう。
彼が長い間待ち焦がれていた世界（das längstgewünschte Land9））へ入り込
んだときの様子がこう描写されている。
[…] alle Sehnsucht war gestillt ; alle gekannten und ungekannten Wünsche in
ihm waren befriedigt.10）
[…] あらゆる憧れが鎮められた。彼の中の意識している望みも、無意
識の望みもすべて満たされていた。
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幸福のあまり、ルートヴィヒはかつての地上（Erde）の生活をもはや思
い出すことができない。しかし、かすかに残る友人の記憶がルートヴィヒ
の幸福に影を投げる。彼は妖精に問いかける。
Fällt kein Schimmer der Liebe in diese wundervolle Welt hinein? Geht keine
Freundschaft unter diesen Lauben? […] ich fühle nach diesen Empfindungen
eine unbeschreibliche Sehnsucht.11）
このすばらしい世界を、愛はほのかにも照らさないのですか？ 友情
がこの木陰を歩むことはないのですか？ […] 僕はこうした情感に、言
いようのない憧れを感じているのです。
だが彼は、地上に帰りたいのかと尋ねる妖精の言葉をルートヴィッヒは
否定する。彼は得られない友情と愛に幻滅を感じていたからだ。
[…] denn schon in jener kalten Erde sehnte ich mich nach Freundschaft und
Liebe, und sie kamen mir nicht näher.12）
[…] あの冷たい地上ですでに、僕は友情と愛に憧れていましたが、そ
れが僕に近づくことなどありませんでしたから。
そして地上の世界へ戻ることを強く拒絶する。
それからルートヴィヒは「ロマンチックな山岳地帯」にやってくる。山
岳は森と並んでティークの作品に表れる典型である。森に閉ざされた空間
が望みの満たされた目的地であるなら、山岳はそこに至るまでの経由地点
として描写される。そこでルートヴィヒは見知らぬ人間に声をかけられ
る。彼はかつての君の友人だと名乗るが、ルートヴィヒにはその人と判別
できない。
Da kam ein fremder Wandrer auf ihn zu und grüßte ihn freundlich und redete
ihn so an : Es ist mir lieb, daß ich Dich nun doch wieder sehe. ― Ich kenne
Dich nicht, sagte Ludwig. ― Das kann wohl sein, antwortete jener, aber Du
„Dir Freunde“ に見る L.ティーク初期の友情観 9
glaubtest mich sonst einmal recht gut zu kennen. Ich bin Dein krankgewesener
Freund.
Unmöglich! Du bist mir ganz fremde!
Bloß deswegen, sagte der Fremde, weil du mich heut zum erstenmal in meiner
wahren Gestalt siehst; bisher fandest Du nur Dich selber in mir wieder. Du thust
auch darum recht, hier zu bleiben, denn es giebt keine Freundschaft, es giebt
keine Liebe, hier nicht, wo alle Täuschung niederfällt.13）
すると見知らぬ人が彼に歩み寄ってきて、親しげに挨拶をし、こう言
った。「君にまた会えるなんて嬉しいよ。」「僕は君を知らないけど。」
そうルートヴィヒが言うと、その人は答えた。「そうだろうね。でも
君はかつて僕の事をそれはよく知っていたんだよ。僕は病気だった君
の友達だよ。」
「そんなばかな！ 君のことなどまったく知らないよ！」
見知らぬ人は言った。「だってそれは、君が僕のことを今日初めて本
当の姿で見たからだ。これまで君は、ただ君自身の姿のみをぼくの中
に見出していたに過ぎない。だから君がここに留まろうというのは正
しいよ。だってここに友情はない、愛はないのだから。あらゆる思い
違いが崩れ落ちてしまうこの世界にはね。」
ここには前述の「友人はもう一人の自分である」という観念が見て取れ
る。ここで「もう一人の自分」が意味するのは、相手を自分と同じもしく
はよく似た人間として見るということではない。Tenbruckはこの友情の
あり方を、次のように説明している。
Erst daß zwei Menschen sich aufeinander richten, ein jeder sich stets ein Bild
von dem anderen macht, und mit diesem Bild lebt und zugleich sich dessen
bewußt ist, daß auch der andere mit einem solchen Bild von ihm selbst lebt,
begründet diese Freundschaft. In der Konzentration der Freude aufeinander
finden beide sich auf doppelte Weise auf ein Ich festgelegt. Hier gelingt in einer
sozial heterogenen Welt die Stabilisierung des Daseins durch die
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Freundschaftsbeziehung14）.
二人の人間が互いに目を向け合い、それぞれが常に相手の像［イメー
ジ］を作り出し、彼はこの像と生きる。同時に、相手もまたそのよう
な自分の像と生きているのだとはっきり自覚する。そうなって初め
て、このような友情が築かれる。互いに喜びに浸る中で、両者は二重
の方法で「私」というものを確かにする。社会が均一化した世の中で、
友情の繋がりを通してこうして存在の安定を獲得する。
まさにこのことを、フリードリヒ・シュレーゲルは 1798 年に発刊した
『アテネーウム』に記している。
Es ist schön, wenn ein schöner Geist sich selbst anlächelt, und der Augenblick,
in welchem eine große Natur sich mit Ruhe und Ernst betrachtet, ist ein
erhabener Augenblick. Aber das Höchste ist, wenn zwei Freunde zugleich ihr
Heiligstes in der Seele des andern klar und vollständig erblicken, und ihres
Wertes gemeinschaftlich froh ihre Schranken nur durch die Ergänzung des
andern fühlen dürfen. Es ist die intellektuale Anschauung der Freundschaft.15）
美しい精神が自身に微笑みかけるならば、すばらしい。また、大いな
る本性［自然］が静かに真剣に自身を見つめる瞬間は、崇高である。
だが最もすばらしいのは、二人の友人が同時に、自らの最も神聖なも
のを相手の魂の中にはっきりと完全に認め、互いの価値を共に喜び、
相手に補われることによってのみ自分の限界を感じるときだろう。そ
れは友情の知的直感である。
相手の中に鏡のように自分自身を映し出すことで自ら自己を発見し、不
足している部分を互いに補い合うことで、自分自身の存在が確かなものに
なるのである。
ルートヴィヒはそして、地上での友情を選択する。
Daß Du der Freund meiner Jugend sein sollst, antwortete Ludwig, ist das nicht
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kläglich genug? O komm mit mir zu unsrer lieben, lieben Erde zurück, wo wir
uns unter täuschenden Formen wieder erkennen, wo es den Aberglauben der
Freundschaft giebt. Was soll ich hier?16）
ルートヴィヒは答えた。「君が僕の青春時代の友達だなんて、ひどく
嘆かわしいじゃないか。ああ、僕と一緒に、僕らの愛しい愛しい地上
へ戻ろう。そこで僕たちは、思い込んでいる姿で再び付き合うことが
できる。そこには友情という妄信がある。ここにいたところでどうす
るんだ。」
IV
ティークの物語構成の特徴は、並行した二つの世界、Gesellschaft（共同
体）と Einsam（孤独）の世界が描かれることである。この二つの世界は決
して統合されることがない。登場人物（主に主人公）は、Gesellschaftの中
に何かしら不満があり、深い森に閉ざされた人里離れた Einsamkeitの中に
平安を見出す。だが、そこは閉じられた孤独な世界であり、親密な交流を
持てるような者は存在しない。彼らは必ず外の社会に再び強い関心を抱
き、自らの意志でそこから抜け出すことになる。
ここで取り上げた „Die Freunde“もその例にもれない。ティークの作品
は初期のものも含め、この短編のように平和的結末になることは少ない。
それは反語的な教訓とも受け取れるが、友情に救いを求めても、それが理
想的に叶えられるとは限らない現実が反映されているように思われる。テ
ィークは「友情」というものを、盲目的に手放しで賞賛していたわけでは
なく、それにつきまとう困難も自覚していたのではないか。先に引用した
シュレーゲルの手紙にあるように、特に若い頃のティークは味方も多いが
敵も多く、気性の穏やかなタイプとは言いがたい。出版業のニコライとも
しばしば衝突し、1798 年 10 月には彼に対して訴訟も起こしている17）。
しかしそれでも作家は、Gesellschaft―他者との交流を軽んじていたわけ
では決してない。最も有名なティークの作品『金髪のエックベルト』には
孤独を称えるかのような歌が登場する。その印象から、ティークの作品は、
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孤独や俗世との隔絶、それに伴うメランコリーや無垢なイメージを賛美し
ているように受け取れ、度々そのように解釈されてもきた。だがむしろテ
ィークは、集団から離れ自らの内面に閉じこもって孤独に暮らすことは、
たとえ他の面でどれだけ満たされようと不可能であるということを示して
いるのではないか。
とはいえティークは、当時の友情のあり方が推奨するようには、単純に
Gesellschaftの中に救いや平安を見出していない。 „Die Freunde“ のルート
ヴィヒは、共に地上に戻ろうと友人に告げるが、その決意が一時的なもの
に過ぎない可能性をティークは忘れてはいない。友人はこう警告する。
Du wirst doch sogleich wieder zurück wollen, die Erde ist dir nun nicht glänzend
genug, die Blumen sind dir zu klein, die Gesänge zu unterdrückt. Die Farben
können sich aus den Schatten nicht so hell hervorarbeiten, die Blumen gewähren
nur kleinen Trost und verwelken schnell, die Singevögel denken an ihren Tod
und singen bescheiden : hier aber geht alles ins Große.18）
だけど君はすぐさままた戻って来たくなるよ。君にとってはもう、地
上はさほど輝いて見えないし、花は小さすぎるし、歌の魅力も褪せて
いる。［地上では］世界が鮮やかに、影からこれほど際立って明るくき
らめくことはないし、花はほんのささやかな慰めをくれるだけで、す
ぐに枯れてしまう。小鳥は自らの死を思い、慎ましやかにさえずる。
だけどここでは何もかも壮大だ。
ルートヴィヒは友人の心配を否定し、地上に戻る決意をするが、ティー
クの他作品の多くではこの葛藤に決着はつかない。
結
この時代に「友情」が花開いた背景をまとめると、18 世紀には既存の社
会的な集団が解体し、また精神面でも個々人の自律が推奨され、社会の個
人化が進んでいったといえる。しかし同時に、孤独や自己の存在の不安定
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さが意識されるようになった。個人的な繋がりである友情は、個人がその
人として認められ救われる道だと見なされていた。
ティーク自身の人生と作品の中にも同時代の友情観の反映が見られる
が、作家は必ずしも肯定的に受けとってはいない。作中の登場人物は、他
者とのつながりを求めても容易に救われることはない。かといって、一人
きりの孤独の世界に閉じこもり続けることもできない。だからこそいつも
ティークの作品では、Gesellschaftと Einsamの二つの世界の間で葛藤が生
まれている。
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